
           特別活動で身に付く力 
校長 藤原 輝正 

２学期も早いもので、最終月の１２月に入りました。先日

は、個人面談や保護者アンケートのご協力、誠にありがとう

ございました。様々いただいたお声をこれからの教育活動に

生かして参ります。 

さて、全教員で取り組んでおります「校内研究」について

お伝えします。授業を中心とする実践研究として、毎年テー

マを設定し、校内の全ての教員が切磋琢磨しながら、研究

を深めています。特別活動を中心とする研究２年目。今年度

のテーマは「『主体的に取り組む児童の育成』～受け止める・認

め合う集団を目指して～」です。全ての教員が、このテーマ

の深化を目指して、日々の授業を行っています。さらに、

「低学年・高学年・専科」の３つのブロックに分かれて、

代表教員が研究授業を行い、専門講師を招いて協議会を行

い、研究を深めています。専科ブロックでは、三好教諭が

音楽指導の中で児童同士が受け止め・認め合う授業を７月に実践しました。９月には、５

年生の学級会（写真）の研究授業を山中主幹教諭が行いました。議題は「２年生と交流し

よう」です。提案理由は「御岳自然教室に行く前に手紙をくれた２年生に、高学年として

お礼の気持ちを表したい。」です。２年生との交流会を実施する動機付け、目的とも言え

る提案理由が話合いの肝となります。昨年から積み重ねた話合いの仕方が身に付き、司会

グループの児童を中心に話合いが進められます。交流会でやりたい遊びなどいろいろな意

見が出されますが、その意見をどう集約していくかが、見どころです。単純に自分の好み

とする意見で多数決といった決め方でなく、提案理由の実現につなげられるよう周りを納

得させられる理由付けや他の意見と意見を合わせた落としどころを探るなどの合意形成に

みんなで努力する姿が見られます。当然のことですが、友達の意見や考えをよく聞く、自

分なりに考える、どうすればよりよいものにまとめられるかといった大切な学びを重ねて

いきます。さらに、実践活動である「２年生との交流会」では、交流する相手（２年生）

に喜んでもらおうと計画を立て、役割分担し実践していきます。「特別活動は各教科の学び

の基盤」と言われます。子供たちは貴重な学びを重ねています。２階に向かう階段の踊り

場には各クラスの議題を掲示（写真）し、話合いのムードが高まっています。 

１２月１０日には、低学年ブロックを代表して、１年担任の上野主任教諭が学級会の研

究授業を行います。議題は「クリスマスパーティーをひらこう」です。１年生は話合いを

はじめて間もないですが、子供たちのいきいきとした話合いの姿が見られると思います。 

 

11 月１７日（月）より 丸山眞理子（養護教諭）が新たに着任しました 

３学期より、五日市養護教諭が産休に入ります。産休代替として、前倒しで着任しまし

た。２学期中は引き継ぎも兼ねて２人で保健等の業務を行います。よろしくお願いします。 
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